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p(xl,Xo)-/x ldxi(T)Hde(T)】(o)-30,I(1)-3I VOl(dif1) e-slxi(T),e(,)] (3)
で与えられる｡ここで､作用と測度に1次元の一般座標不変性 :
xi(T)-Xi(I(T)),e(7-)‥f′(T)e(T)+I(T)e′(7-) (I(丁)は任意の関数) (4)








































































































o≡ppGv-Rpu一芸H^pv^H^pvA･2∇pavO-apTa- (α′の高次項)〈 一{ヽ 〈 ′■ヽ 〈
o≡pBu-幸入H^Apu+粥 H^Apu+(α′の高次項)
o≡β盲-2入-iH^pv入H^pvA･4(守る)2-2守2i･-2李2+(α′の高次項)〈 〈一-ー〈o≡βT-m2デー 守 2李+2apT∇佃 +(α′の高次項) (19)
.A A A A A
となる.ここで､Hpv入=apBv入+auB入p+a^BpvはBpvのfieldstrengthであり､また､




















これは(19)を満たす が ､実は α′展 開の最低次で しか成り立たない｡厳密 解は 共形場理論
を用いた解析から求められていて､
epvdXPdXv-(k- 2,[(coth26- i)-1dx2･d42], Bpu - 0,
番ニーlog[sinhx(coth2x-i)1/2], チ-0
においてk-9/4とおいたものにな る事 が知 られている4｡
(24)
2.2 コンパクト化とT-duality










































































(頂点)- (3角形), (プロパゲータ)- (辺), (ループ)- (3角形の頂点) (37)
となり､各グラフは3角形分割された面を表す事になる｡
二 ■
Figure4:dualグラフ
講義で詳しく触れるが､実はd≦1の場合には厳密に解く事ができ､連続極限(網の
目が細かくなる極限､または頂点の数が大きいグラフの寄与が効いてくる極限)で､線形
dilaton時空を表す｡ Liouvile場の自由度が入ってくる理由は､U(N)不変な演算子として
･(xA)≡去tr6(M(I)-め) (38)
などが作れるからである｡実際この子(I,4,)は､連続極限において2節のタキオン場になっ
ている｡また､d-1の場合にx- xlをコンパクト化すると､これはランダム面上のXY
模型と等価になるが､これも厳密に解く事ができ､vortexが凝縮した相で2節の2次元
(ユークリッド)ブラックホールと等価になる｡
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